
Outcome

（厚労省提出指標・ＤＰＣ指標）

指標 

救急搬送により入院した救命率 

（30日後生存/救急搬送入院）51

最小値 78.95 25％値 85.70  中央値 89.79 75％値 93.89  最大値 100.00 

回答病院 68 

 測定中止の扱いにつき1月から3月までのデータとなります。回答病院数は昨年の71病院より微減、四分位値

や中央値は大きな変動がありませんでした。 

アウトカム指標というより、施設の機能（急性期・看取り等）や、Case-mixを見ているストラクチャー指標

の側面が強い。算出結果を見て、解釈については再度検討が必要。 

指標の意義 

指標の定義・算出方法 

考察 

測定上の限界・解釈上の注意 

・必要データセット：DPC様式１ 

・分子：分母のうち、生存退院もしくは入院日数が31日以上であった症例数・分母：救急搬送により入院した

症例 

・分子÷分母（単位：パーセント） 

分母の定義 

Ⅰ.解析期間に退院した症例を対象とする 

Ⅱ.このうち、「救急車による搬送の有無」が１（有）の症例。 

分子の定義 

Ⅰ.在院日数が31日以上、もしくは「退院時転帰」が１、２、３、４、５、９のいずれかの症例 

救急対応力をみる指標。中等症以上の救急患者を救命できたかどうか。 
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